
 
 

   

 

  

  

     

 

   

  

 

 

  



古くから信仰を集める小牛田
こ ご た

の山 神 社
やまのかみしゃ

。御祭神は「木花之佐久夜毘売命
こ の は な の さ く や ひ め の み こ と

」で

す。山の神、安産の神としての御加護
ご か ご

・御利益
ご り や く

が評判になると、次第に広く東

北一円に知られるようになり、各地に山 神 講
やまのかみこう

・代参講
だいさんこう

が作られました。 

この小牛田
こ ご た

の山 神 社
やまのかみしゃ

には、江戸時代から伝

わる習わしがあります。子
こ

授
さず

けや安産を祈願し

て御祈祷
ご き と う

いただくと、神社より「子授け神枕
おまくら

」

や「安産神枕
おまくら

」を頂戴します。神枕
おまくら

の中の籾殻

は稲魂
いなだま

のご加護を意味し、外の袋は４色で四神

を表しており、御祭神
ご さ い じ ん

の力が宿っています。 

無事成就した 暁
あかつき

には、お返しに自身で神枕
おまくら

を作り、倍にして二つ以上の

神枕
おまくら

を奉納します。この習わしは、今では各地の神社でも取り入れられている

ようですが、この小牛田
こ ご た

の山 神 社
やまのかみしゃ

が発 祥
はっしょう

とされます。ぜひ参拝にお越しいた

だき、特産の「小牛田
こ ご た

(山の神)まんじゅう」も楽しんでいただければ幸いです。 


